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東京都剣道連盟感染拡大予防ガイ ドラインについて

は じめ に

全 日本倹1道 連盟 (以 下全剣連 とい う)が 作成 したガイ ドラインについては、
既に通知 しているところであ りますが、この度新たに「東京都剣道連盟感染拡
大予堕ノイ ドライン」として作成 しましたので、これを準拠湛 して今後の稽古
を再開していただきます ようお願い致 します。

なお、東京都はご承知のように全国他道府県 と比べ、依然 と_し て予断を許 さ

空二塁塁にあ ります ことか ら、各加盟団体あるいは各道場における指導的立

た う盤生左たにおかれましては、■ を鬼にして対策にあた り、感染予防に

努めていただきますようよろしくお願い致 します。

東京都all道 連盟感染拡大予防ガイ ドライ ン

1 全般

(1)稽古 の実施 に当たつて

東京都剣道連盟 (以 下東剣 連 とい う)並び に加 盟 団体 は、東京都 内で稽

古 を再 開す るに当た っては、東京都笈 び各 自治〆 の新型 コロナ ウィル ス

感染症に係わる対処方針等を遵守するとともに、必要に応じ東京都また
´     /

(2'各7撮り写3愛悪亀馨曇瞥ワ饒部局に報告するものとする。
各加 盟 団体 は、参加 人数 、人員構成 、稽 古場所 、稽 古時間等それ ぞれ

稽 古環境 の特性 が異 な るこ とか ら、全剣 連及び東剣 連 のガイ ドライ ンの

留意事項 に沿 うとともに、各加盟 団体 の特性 に応 じたガイ ドライ ン及 び

稽 古計画 をfEl別 |こ 作成 し、道場等 に掲示す るか若 しくは各人 に配布す る

等 に よ りその徹底 を図 る。

(3)感染者休 確認 され た場合 の処置

言[][;]した言]i3i蘊[[][る
「

[詈嘗i讐:::][|[
勧奨争 る等感染者 の極減 を図 る。

(4)再 開後 の稽 古の 中止 /自 粛
/

ノ          /
稽古再 開後 、新型 コロナ感染 の第 2波 あ るい は第 3波 等 に よ り、再び

緊急事態 宣言 が
考

出 され た場合 は、直 ちに稽 古 を中ギ声 る もの とし、 ま

た 、東 京 ア ラー ト等 が発 動 され た場 合 は 、努 め≦豊が るか若 しくは感

塗i堕埜量を二層壁共ルて行うものとする。



細部実施 要領

(1)稽古再開に向けァのガイドライン
別紙 1 参照

(2)大会 、審査会 、講習会等各種行 事へ の対応

ア 東 all連 主催行事 の今後 のスケ ジュール /

ィ 冥雲|[ち貧零
長期 間 にわた り稽 古 がで きない状態 が続 き、合 わせ て 自粛解 除以 降

も段 階的な稽 古 を墨 請 され てい るこ とか ら、稽 古量が十分 とは言 えず

また、全all連 主催 の大会 も当面 中止 また は延期 され てい るこ とか ら、

東剣連及び加盟 団体 (支部 を含 む)が 実施す る大会 の開催 は当分 の間

自粛 し、今後 の感 染状況 あ るい は全all連 の動 向 を確認 しつつ 開催 時期

を決 定す る。

なお、開催 す るに当た つて は、感染 予 防のた め当分 の間面マ ス ク及

夕て行う。
ウ 審査会、講習会について

,3密 の状態を作 らないよう、開催場所に応 じ参加人数 を適切にす る
ほか、感染予防処置を確実に行ぃ、かつ、実施要領を適切にして実施
する。例えば、審査会においては、1審査会場当た りの受審者数を少
くする、あるいは会場入場者を制限する等、また、審判講習会におい

ては、座学を 主体にし、実習は行わず展示の塾 に留める等により実施
する。

この際においても、当分の間面マスク及びシール 生を着用 して行 う。
工 そ の他 の行事 につ いて

そ の他 の行事 を行 う場合 は、上記 に準 じて行 う。

(3)稽古 にお ける留意事項

別紙 3 参照

(4)稽 古再 開に向けてのスケ ジュール

別紙 4 参照

以  上


